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は じ め に

椿城は、櫛形町の西部に位置する上野地内にあり小笠原長清の孫、

上野六郎盛長が築いた城として知られているところです。その後、

秋山氏、大井氏と代は替わりましたが、武田信玄の母である大井夫

人の父、大井信達が拠つたことでも知られています。かねてより、

この史跡が保存・活用され、町民が教養やレクリェーションなどに

多角的に活用できる場として整備されることが望まれていたところ

です。

そのため櫛形町教育委員会では、昭和64年 において現状を変更 し

ないで地表面から遺構分布の様相などが予測 しうる物理探査法を採

用し、上野地区全域における地下埋没の遺構などの調査を実施 しま

した。この調査によって、地元の方々をはじめひろく町民全般に椿

城やその周辺の様子を知っていただくとともに、今後の保存・活用

に資することを目的としたものです。

幸い、今回の調査において多くのまた重要な事柄が発見され、さ

らに従来の知見に付け加えるべき新たな事実も確認することができ

ましたことは、本書に述べる通りです。関係各方面におかれまして

も、縦横ご高覧のうえ、忌憚のないご指摘をいただければ幸いです。

末筆ながら、今回の調査に種々ご指導・ご協力いただいた皆様に

心から感謝申しあげます6

平成 3年 3月

櫛形町教育委員会

教 育 長 河 野 虫
里
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原稿執筆 清水、遺物の実測・図版 若林
第Ⅲ章 については、渡辺が作成 したレポー トを清水が抜粋 したもので、追漏、誤 り等があるとすれば清水
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I調査の目的と方法
1.調査に至 る経緯 と目的
甲斐国志によると櫛形町上野には、武田信玄の外祖父である大井信達 (信玄の母、大井夫人の父)の拠った上
野 (椿)城が存在したと伝えられている。上野城は鎌倉時代、櫛形町小笠原を「名字の地」とした小笠原長清の

孫上野六郎盛長が築いた城といわれ、山茶花 (椿)が多かったことから椿城 とも呼ばれていた。現在、城跡には
僅かに土塁の痕跡が残るのみで往事の面影はない。しかし地元には多くの伝承が伝えられており、なかでも「椿

城には地下道がある」と古くから伝えられてきた。また椿城の本九跡といわれる箇所などには台地上に散在して

いた五輪塔群が集められ秋山家をはじめとする地区の人々によっていまでも厚く尊崇されている。

かねてより、地元ではこの史跡に誇りを持ち大切に保存されてきたが、さらに町民が教養やレクリェーション

などに、多角的に活用できる場として整備されることが望まれていた。

そこで櫛形町教育萎員会では、昭和64年 に現状を変更しないで地表面から遺構分布の様相などが予測できる物

理探査法を採用し、上野地区全域における地下埋没の遺構などの調査を実施するとともに、地元の方々をはじめ

ひろく住民全般に椿城の様子を周知するとともに、今後の保存・活用に資することを目的とした。

2.こ れまでの調査成果
① 上の山遺跡 (図 1)

昭和59年度に上野山支丘中央部の北縁沿に農道開設のために発掘調査を行った。縄文時代の住居跡・土羨群、

古墳時代の住居跡の他、濤状遺構17本が確認された。うち6本は弥生時代終末の方形周濤墓と考えられ、他は中

世の所産と思われた。これは従来伝えられていた、椿城の存在を示唆したものとして注目された。

¬ √
第 1図 上の山遺跡遺構配置図

② 上野遺跡

昭和54年に、畑の一部が陥没したために調査を実施し、地下式土羨を確認した。古来からこの地区には椿城に

伴う地下道の伝承があったが、この陥没はその一部が崩れたものではないかとも考えられた。しかし、調査の結

果、地下式土渡であることが確認された。今回の調査でも発掘当時の埋め戻し跡が確認された。

3.調査の方法 と経過
調査は、物理探査法―地中レーダー調査と詳細分布調査を併用した。

ヽ

大
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第 2図 遺跡位置図及び周辺遺跡分布図
1.西原 B遺跡

5。 村前東 B遺跡

9.柿平 B遺跡

13.狐塚古墳

17.〆 本遺跡

21.曲輪田遺跡

25.御崎ネ申社遺跡

29.伝嗣院遺跡

33.六科丘古墳

37.中畑遺跡

41.椿 城 跡

45.中野城跡

2.豊小学校遺跡

6.下宮地遺跡

10.善徳院横遺跡

14.狐塚 A遺跡

18.下市之瀬大畑 B遺跡

22.北峰 A遺跡

26.御崎ネ申社横遺跡

30。 東原 B遺跡

34.六科丘遺跡

38.石原田遺跡

42.か に原遺跡

46.雨鳴城跡

3,十五所古屋敷 A遺跡

7.(伝)月 笠ヽ原氏館跡

11,宝珠寺西遺跡

15.横道下 A遺跡

19.下市之瀬大畑 A遺跡

23.神明A遺跡

27.曽根遺跡

31.長田口遺跡

35.笹  砦

39.上杉本遺跡

43。 東久保遺跡

4.村前東 A遺跡

8.柿平 A遺跡

12.コ ウモリ塚古墳

16.鋳物輌屋遺跡

20.物見塚古墳

24.無名古墳

28.無名古墳

32.長田A遺跡

36.平岡農村公園遺跡

40.上の山遺跡

44.古屋敷遺跡



昭和63年 12月 に、かって上の山追跡として発掘調査を実施した地点にレーダー調査を行い、前回の発掘によっ

て確認された遺構が地中レーダーによって捉えうるか否かを確認した。その結果、発掘時に検出した遺構を捉え

さらにその延長部分を確認することができた。そこで、発掘時に確認された遺構を中心としてレーダー測線を設

定した。測線は総数 150本 を数え延長 4 kmlこ 及んだが、さらに必要に応じ確認データーを得るための横断測線も

設定した。現地調査は3月 7日 から10日 まで実施し、データ解析は3月 31日 まで行った。

詳細分布調査は、上野地区全域にわたって一筆毎に実施した。

I遺跡の概観

椿城は山梨県中巨摩郡櫛形町上野に所在する上野山支丘に存在する。櫛形町は甲府盆地西縁に位置し、西半部

は町名の由来となった櫛形山及びその前面に発達した市之瀬台地が占め、東半部は盆比床縁辺に形成された扇状

地となっている。市之瀬台地は台地前面で 100 nl程の比高差を持つ断層崖によって盆地と画され、前端部には円

項丘が並んでいる。台地上面は幾条かの河川によって小支丘に分けられている。上野山支丘は市之瀬台地の中央

南寄りにあり、北を市之瀬川、南を堰野川に狭まれた、東西に延びる小丘陵である。

この支丘上には縄文時代を中心とする追跡が営まれ、これまでの発掘調査においても縄文時代中期、弥生時代

後期から古墳時代初頭、さらに中世の遺構が発見されている。甲斐国志古跡部には「上野ノ城 古伝二上野六郎

盛長 卜云者ノ所築ナリ(略 )城墟ハ西山ノ腹二待り高飲ナリ(略 )域内二三町歩林薄中二星追辞然 トンテ存セリ、塁

ノ南面ハ村居東ハ畠ナリ本重寺ノ境内ニモ古塁アリテ子城ノ如シ地多山茶花ヲ以テ名山茶城 トモ云北
ハー瀬川ニ

枕 ミ崩控絶壁数丈 (略 )本丸二石祠並五輪塔十四五列ス(H各 )」 と記されている。これまでの調査で検出された濤や

地下式土竣はこの伝承ともあいまって椿城と関連のある追構ではないかと考えられた。

ところで櫛形町内には、この椿城の他にもいくつかの中世城郭が確認されている。椿城を見おろす城山の頂上

には新羅三郎種久が築いたとされる中野城が存在する。中野城から南東に降った尾根上には雨鳴城が存在し、秋

山太郎光朝最期の地として知られている。椿城の】ヒ東にあたる平岡地内の尾根先端には笹砦が築かれ、甲斐国志

によると「三ツ角判官ナル者ノ居址ナル申伝ヒ伝フ」と記している。その麓には戦国期の所産と思われる多量の

五輪塔が存在する。付近には御手作等の字名が残り、平岡氏屋敷跡の伝承も残されている。町内をさらに北に進

んだ曲輪田地内にも桑原氏屋敷 。原田氏屋敷等の伝承が残され、戦国期の石造物や遺物が散在しているが、現在

はその痕跡をまったくとどめていない。

小笠原地区には、小笠原氏の始祖、小笠原長清の館跡が存在したと伝えられている。甲斐国志によると「御所

ノ庭 村ノ西二在り松樹欝蒼方四十間許リノ間地ナリ相伝フ小笠原長清居宅ノ前庭ニシテ(略 )」 と記され、一帯

には御所庭・的場等の字名が残されている。現在は小笠原小学校が建てられているが、町史跡に指定され石碑も

建立されている。

Ⅲ 物理探査 (地中レーダー)の方法と成果

1.地中 レーダー調査の方法
A.地中レーダーの基本的原理

地中レーダーは地表に置かれたアンテナから電磁波 (6ナ ノセックのパルス波)を地中に放射し、電磁波が地

中の電気的特性の異なる物質間の境界面で、反射する反射波をもとめる。地表のアンテナを移動させると地中内

の電磁波が一種の集合図形 (パターン)と してとらえられる。このパターンを解析することによって地中の状況

を把握することができる。ところで、地中レーダーの画像には地中物体のそのものの形が現れるわけではなく、

地中における電磁波の反射状況が表現される。従って地中レーダーデータには、遺構だけが表現されるわけでは



なく、様々な土質構造の違いが画像として表現されるものである。

※電波の反射について

地中の電波はその『土』の持つ総合的な電気的特性に従って一定の速度で進む。伝播速度は同じ場所の上でも

その時々の合水率等自然環境の変化によって微妙に違 う。当然組成の異なる物質 (土 と水、土と金属、土と空気

など)の あいだではその違いが大きい。電波の反射はこの伝播速度の違 う境界で発生し、その差が大きければ反
射も強い。また電波は地中に進むに従って減衰する。そのため深度が深 くなるとともに、大きさの小 さいもの、

組成の微妙なものは捉えにくくなる。現在の機械では深さ3 nlを 越えると電波は急激に減衰する。

※精度について

電波の持つ特性から描かれるパターンにより、物体の位置を求める時その水平距離の誤差は機械的には10cmで

ある。深 さ方向の誤差については難解であるが、方法的には10cmに押 さえることも可能である。しかし、先に述
べた電波の減衰の問題もあり深さ 3111を 越えるとその精度は急激に落ちる。

B.地中レーダー探査装置の概要

探査装置の構成は、図 3に示

すようにアンテナ部と送・受信

菩る、 言己録吉5、 表示吉bか ら成る。

送信アンテナ部の発信装置か

ら指向性を持ったパルス状の電

磁波を地中に発信すると、地下

の電気特性が変化する境界面で

電磁波が反射され、再び地表に

戻ってくる。この反射波は、ア

ンテナ部の受信装置により受信

され、電気パルスに変換される。
像 の 表 現 方 法

第 3図 地中レーダー探査装置概要図
C.デ ータとパターンにつぃて

電磁波は地中に、楕円錐状に入っていく (図 4)。  そのためアン
テナが停止 していると、どこからの反射波か分からないことになる。

そこで実際の測定では、機械 を設定した測線に従って移動させると、

地中の電磁波の反射データは一般に円弧状に表現された一種の集合

図形として捉えられる (図 5)。 これをパターンと称する。この時

映像の横軸は水平距離、縦軸は対象物までの深さを示 している (図

6)。 このパターンは、地中の構造物、土質の違いなどによってそ

れぞれ異なったものとなる (図 7)。

またパターンの集合として反射面そのものが映像として表現され

る場合があり、それをリアルラインと呼ぶ。一つの映像中にパター

ンとリアルラインの両者が表現されることとなり (図 8)、 特に遺

跡においては複雑なものとなる。

従って地中レーダーにおいては、このパターン、リアルラインの

解析が重要な作業となる。
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2.測線の設定 (第 9図 )

測線は地籍図に従い、ほぼ東―西、南―耳ヒ方向に設定した。

上の山遺跡の発掘調査において検出された遺構を基準とし、それらの遺構を追求するべく測線を設定した。つ

いでこれまで伝承等で本九跡とされていた地点 (本重寺北側)、 畑の陥没が日だった地域 (同東側一帯)等に重

点的に設定した。測線は総数 150本 を数え、総延長4km余 に及んだが、さらに必要に応じ確認データを得るための

横断測線も設定した。測線はほぼ支丘平担面上一面に及んだが、耕作物・ビニールハウス・宅地などのため、粗

密がある。

一

第 9図 地中レーダー主測線配置図



3.地中レーダー調査の結果
① 既発掘遺構との照合例
上の山追跡は発掘調査後農道になっているため農道上に測線を設定した。

図10は上の山遺跡 1・ 2号濤で、ともに縦断面である (測線66)。

図mは同 9。 10号濤を確認したものである (測線48)。

第10図 上の山遺跡 1・ 2号溝照合図

第11図 上の山遺跡 9。 10溝照合図

農道上には他に 4本の測線を設定 したが濤状遺跡については、発掘時に検出したものすべてを確認することが

できた。しかしその反応は様々で、埋め戻 しの状態によって相違が現れたものであろうか。また、住居跡・土渡

等については、本来削平が著しかったこともあってか、まったく確認できなかった。

図12は上野追跡で発掘された地下式土羨である(測線88)。 基本的には地下式土竣のパターンであるが、埋め戻

しの影響か他例にくらべかなりくずれている。

第12図 上野遺跡地下式壌照合図



② 地中レーダー調査における代表的な反射パターン

イ)濤状反応パターン

Aは上の山追跡17号濤である。埋め戻し後上面を舗装しているため、反射反応が小さくなっている。 B・ Cは

その延長部分で、 Bは以前からの道路部分で未調査のまま上部を削平後舗装した部分、 Cは まったくの未調査部

分である。発掘時の所見では、深さ2～ 2.5 nl、 幅 8 nl以上を計る濤であった。Dはその縦断図である。aは既調

査部分、 bは未調査舗装部分、 cは未調査部分である。 dは地表状況のため濤をはずれて記録 した部分である。



②～④と⑥は直行する測線である。上の山遺跡13・ 14号濤の北側延長部分である。濤の幅は 5■1以上、濤底面

はフラットで、壁が急角度で立ち上がることも発掘で得られた所見と一致する。



口)地下式土残状反応パターン

16 4基の地下式土墳状パターンが集中して並んで存在する。

A

C
18 A地下式土渡状パターン。Cは特に深い箇所に認められるもので、
ものであるかは不明である。

他の地下式土羨状パターンものと同様の

この箇所は、五輪塔群の南東にあたり古くから「抜け道」の存在がイ云えられてきたところである。 (参考資料

か照)。 集中して存在する地下式土羨の事と思われるが、18の Cと 同様な反応は12～ 18の測線で観察されており、
今後の検討課題である。

10



79 この測線でも2基存在する。

かつて発掘調査をうけた地下式土壌

から20 nlほ ど南西にあたる。この区

域も地下式上羨の集中する箇所で、

レーダー解析図中測線のない箇所に

存在するものは、地元のかたに教え

て頂いた陥没箇所である。

101 この測線は農道を横断して始まる。Aはかって陥没し、参回調査に参加された浅野文化財審議会長も入っ

た事があるものである。現在でも農道上に陥没の補修あとを確認できる。地中の空洞を示す逆U字状の典型的な

パターンを示す。今回の調査でもここで得られたパターンを地下式土渡の基準とした。

A



ハ)そ の他のパターン

36 耕作土下に小規模な遺構状のパターンが並んでいる。この区域は上の山遺跡の発掘時においても、遺構が

密集していた箇所である。しかし遺構の攪乱が激しかった区域でもあり、どの反射パターンがどのような遺構を

表現するのか特定しえない。

77 小規模な遺構が連続している可能性が強い。反応は見かけ上、右上がりに認められるがここはかなりの傾
斜面で反応面1は実際には水平に存在する。またA部では直角に折れ曲がっているようにも観察できる。

↓A
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C

100 東西方向の測線である。A部は農道であるが、その左右で地中の様相がまったく異なっている。特に左

がわ(B)については全く何の反応も現れておらず、今回の調査でもこの様な画像はこの部分だけから得られたもので

ある。これが何を示唆しているのか興味が持たれる。 C・ Dは何等かの遺構である可能性が強い。

4日 地中 レーダー調査の成果

今回の調査では、以上の様に多くの地中レーダー反応を得る事ができた。

A)濤状のレーダー反応は24本 を数え、前回発掘時に確認した濤の延長部分の他、18本の新たな濤を確認した。

それらの平面形はいくつかの方形或はL形の区画をなすように想定できる。また地籍図に見る畑の地境に従って

いるように見える事も興味深い。濤の形状 。規模等についてはレーダー調査のみでは明らかにしえないが、既発

掘濤の延長部と考えられる部分では、発掘時の所見とかなり似かよったデータがえられた。

B)地下式土羨状の反応は支丘上の2ヶ 所に集中していた。一方は従来本九跡と伝えられてきた本重寺北側で、

方形区画の内部にあたる。他方は本重寺東側の支丘縁辺部で方形区画の外部にあたる。その両者に何等かの相違

があるものとも考えたが、地中レーダー調査においては確認しえなかった。今回の調査で得られた地下式土羨状

の反応は20ヶ所を上まわったが、測線の密度、地元の伝承等からはさらにおおくの存在が想定しうる。

今回の調査では、発掘 。聞き取り調査などにより存在の確認されている遺構のデータ (パターン)を基準とし

てパターン解析をおこなった。この濤状と、地下式土渡状のパターン以外の反応については、①遺構であるがそ

の種別は判断できない。②遺構の可能性は強いが確定できない、とするにとどめた。従つて図示した濤、地下式

土羨以外については「遺構」らしきものが存在するとしか判断できない。しかしこの支丘上に於ける「遺構」の

分布、集中度の概略は把握しえたものと考えられる。

D
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Ⅷ 発掘確認・構 (中世 )

�  レーダー解析・溝
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~~~~下

二薯高ゴ レーダー解析状況図
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V調査の成果と課題

1.地中 レーダ=調査の活用について

地中レーダーを遺跡調査に利用する際に、調査担当者が一番留意せねばならな
いことは、映像面に表現されるも

のは地中における電波の反射状況であつて、遺構そのものではないということであろう。
つまり、地中における

何らかの要因によって、電波の反射に影響を与えるもので、その要因が人為的なも
の一遺構―であるとは限らな

い。地中レーダーのみによって、ある反射を遺構であるとLh‐定することは極めて危険であ
る。従って、発掘 (試

掘)調査等によって当該追跡における「あるパターン (データ)の場合は、ある追構を示している」
ことを確認

することが望ましい。そのため地中レーダーのデータを、発掘調査の所見と重ね合わせる事、各
々の担当者間で

相互に情報交換を密に行う事が必要となる。今回の調査においても、追構とは断定
しえないか、可能性はつよく

ても種別を特定しえない反応が数多く残っている。

ここでもう一度、今回の調査で感じられた地中レーダー調査の留意点、利点をまとめてみた
い。

1)地中レーダーは遺構のみを表現するのではない。

2)あ るデータに対して、遺構としての認定、種別の特定は原則的にレーダーのみではなしえない。

3)遺構が重なり合つている場合、その二者は識別しえない。

4)追構の年代を判断することは不可能である。

5)遺構の細部を検出することはできない。

留意点は以上であるが、基本的に遺構の性格、内容、年代等は発掘調査によってはじ
めて具体的にあきらかに

なしうるものであろう。

しかし、他方

1)遺跡における遺構の分布を全体的に把握すること。

2)現状に手を加える事なく地中のガ犬況を把握しうる事。

3)試掘調査等と組合わせることによって、最小限の発掘によって追跡の規模、遺構の分布等の概略を確認でき

ること。

4)人為的なもののみでなく、自然的要因による地中の変化も表現しうること。

などの利点が考えられる。

地中レーダーの限界はあくまでも黒時点に於けるものであり、今後の技術的進歩
によってさらなる可能性をも

つものといえる。現地における発掘担当者と地中レーダー調査者とのより良き協力関係によって地中
レーダー調

査の有効性は増すものといえよう。

2.椿城について

今回の調査によって得た濤状のレーダー
・
反応は、上の山追跡発掘時の知見や地元での伝承と考え合わせると椿

城の堀跡の可能性が強い。また聞き取り調査によると土塁の存在も確認され、現在も僅
かながらその痕跡を確認

できる (図中A・ B)。 特に (A)に おいては、物置の軒先程度の高さがあつたという具体的なお話をきく事
が

できた。またC区域では、土塁の内部がかなり平坦に整地された跡が残っていたとのことである。それらを考
え

あわせると、濤と土塁によるいくつかの方形区画が想定できる。それらは本重寺 (E)か ら五輪塔群 (D)を 中

心とする本丸跡と伝えられる区域 (C)に通なっているように観察できる。

勿論それらの濤状反応すべてが椿城に伴 う堀で々るとの確定はなしえないし、またそれら
がすべて同一時期との判

断もなしえない。今回の地中レーダー調査によって確実に
いいえることは、この支丘上に於て過去支丘全般にわた

るかな
・
りな土木工事が行われたことである。土木事業 (濤の掘削)の形状は方形区画をなし、土塁の痕跡、地域

17
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の伝承等と考え合わせると椿城を示唆するものと考えるのが自然であろう。

しかし、今回の調査では、城の規模・形状 。年代等に迫ることは不可能であり、従って椿城の性格・歴史的意

義などは今後の課題として残されているものといえよう。

3.おわりに

今回の調査は、多くの課題を残したものといえる。今後地域に於ける総合的な調査・研究を重ねる事によって

それらの課題にこたえていきたいと考えている。今回の成果が、物理探査 (地中レーダー調査)の活用に、地域

における歴史の解明に些かでも資するところがあれば、幸いである。

最期に、この調査にご指導・ご協力いただいた多くの皆様に心より感謝申し上げます。
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